平成14年度整形外科卒業試験解答
問題１　慢性化膿性骨髄炎に生じる病変について正しいものを一つ選べ. 

Ａ）　骨柩
Ｂ）　腐骨
Ｃ）　軟骨下骨の硬化
Ｄ）　婁孔
Ｅ）　Codman三角
STEP2８９P

解答　B)

慢性化膿性骨髄炎とは, 原則的に腐骨を伴う骨髄炎。 

問題２　脛骨近位に生じた急性化膿性骨髄炎の治療について正しいものを一つ選べ. 

Ａ）　外来で抗生物質の経口剤を投与するのみでよい. 

Ｂ）　入院の上, 副子で患肢を固定する. 

Ｃ）　保存療法によって症状が改善しない場合は,手術治療を考慮する. 

Ｄ）　膝関節痛にはステロイド剤の関節注射を行う. 

Ｅ）　診断が確定しても, 抗生物質投与のみで経過を観察する. 

解答　B)

急性化膿性骨髄炎では、一刻も早く治療開始することが重要です。患部を安静にするため、ギプス固定、冷湿布を行ない、抗生物質を点滴で使用します。　骨髄内や骨膜に膿がたまっているときには、切開して膿を取り除きます。
問題３　結核性関節炎について正しいものを一つ選べ. 

Ａ）　多発性関節炎を生じることが多い. 

Ｂ）　Ｘ線像では, 関節リウマチに似た萎縮性の骨変化を生じる. 

Ｃ）　シャルコー関節症は結核性関節炎の一亜型である. 

Ｄ）　関節軟骨の破壊と関節裂隙の狭小化が起こる. 

Ｅ）　好発部位は膝関節と股関節である. 

STEP３１５P

Ａ）　×　多発性関節炎を生じることは多くありません. 

Ｂ）　×
Ｃ）　×　神経病性関節症のことです. 

Ｄ）　×　局在性の骨萎縮, 液貯留による関節裂隙拡大が見られます. 

Ｅ）　○　その通り. 

問題４　変形性膝関節症について正しいものを一つ選べ. 

Ａ）　わが国では外側型が多い. 

Ｂ）　肥満した中年以降の女性に多い. 

Ｃ）　特徴的なＸ線像は関節周囲の骨萎縮である. 

Ｄ）　進行すると, 軟骨下骨の硬化と骨棘形成が見られる. 

Ｅ）　骨嚢種様変形がみられることはまれである. 

ＳＴＥＰ４４７Ｐ
Ａ）　×　内反膝を示すことが特徴です. 

Ｂ）　○　その通り
Ｃ）　×　特徴的なＸ線像としては, 関節裂隙の狭小化, 軟骨下骨の硬化像, 骨棘形成があります. 

Ｄ）　×　骨棘形成は初期の変化
Ｅ）×　嚢腫状陰影をＸｐで認める
問題５　関節リウマチの手の変形について正しいものを一つ選べ. 

Ａ）　スワンネック変形では, ＤＩＰ関節は屈曲しＰＩＰ関節は過伸展している. 

Ｂ）　ジャクー変形とは, 若年性リウマチに特徴的な変形である. 

Ｃ）　関節リウマチでは, 手指の尺側偏位を呈することはまれである. 

Ｄ）　ヘベルデン結節は関節リウマチに特有のＤＩＰ関節の変形である. 

Ｅ）　ボタン穴変形では, ＰＩＰ関節が過伸展しＭＰ関節が屈曲している. 

Ａ）　○　その通り. 

Ｂ）　×　ＳＬＥ・ＭＣＴＤなどで見られる骨の変形。
Ｃ）　×　関節リウマチで手指の尺側偏位を呈することはしばしば見られる. 

Ｄ）　×　ヘベルデン結節は変形性関節症によるものである. 

Ｅ）　×　ＰＩＰ関節は屈曲している. 　
問題６　腱板, 腱板損傷について正しいものを3つ選べ. 

Ａ）　腱板を構成する筋は, 肩甲下筋, 棘上筋, 棘下筋, 小円筋である. 

Ｂ）　腱板のもっとも重要な機能は肩関節の炎症を防ぐことである. 

Ｃ）　腱板損傷は外傷性のものがほとんどであり, 若年者に多い. 

Ｄ）　断裂した腱板はＭＲＩにおいてT2 high intensityになることが多い. 

Ｅ）　腱板のうち最も高頻度に断裂が認められるものは棘上筋である. 

Ｆ）　ＭＲＩで腱板断裂が明らかになれば全例早期に手術を行うべきである. 

Ｇ）　腱板断裂手術後の再発率は極めて低い. 

A)
○　その通り。
B)
×　腱板は全ての肩の運動において肩関節の位置関係を良好に保てるように作用し、肩の回旋運動（ひねり・ねじれの動作）や三角筋と協調して外転運動、挙上運動を司ります。
C)　×　運動によるものは若年者ですが、老化、退行変性を基盤としたものは、50歳代に多く見られます。
D)　○　その通り。
E)　○　棘上筋に最初に発生することが多いです。
F)　×　部分断裂の場合は、保存的治療を行うことが多いです。
G)　×　再発は多いです。
問題７　肩関節脱臼について正しいものを４つ選べ
A)　肩関節脱臼で最も多いのは前方脱臼である。
B)　白蓋の関節唇および下関節上腕靱帯は肩関節の前方安定化に重要である。
C)　外傷性脱臼後、年長者ほど反復性脱臼になりやすい。
D)　脱臼の整復はなるべく愛護的に行うべきである。
E)　反復性脱臼とは肩関節が随意に脱臼できる状態である。
F)　Bankart lesionとは上腕骨後外側の骨軟骨欠損のことである。
G)　キシロカインテストは肩関節脱臼の診断に有用である。
H)　年長者の肩関節脱臼には腱板損傷を伴うことがある。
肩関節脱臼は反復性脱臼が多く、前下臼蓋上腕靭帯の機能不全による前方脱臼がほとんどである。X線ではBankart lesion、Hill-Sachs lesionを認め、anterior apprehension testが陽性などの症状がある。最近ではMRIでの診断が進んできており、
A)○　
B)○　
C)×　反復性脱臼例は若年者に多い。
D)○　整復の際上腕骨骨折に注意が必要。
E)×　随意性脱臼は精神的要因が見られるもの。
F)×　Bankart lesionは関節唇前部の剥離あるいは関節窩前部の裂離骨折を示す。
G)×　キシロカインテストは挙上困難の場合、それが痛みによるものなのかどうかを調べるものである。肩腱板断裂の診断に用いられる。
H)○　
問題８　肘関節の外傷について正しいものを一つ選べ。
A)　肘関節は全身の中で最も可動域が大きい関節であり、さまざまな運動に関与する。
B)　内反肘は上腕骨顆上骨折後、遅発性尺骨神経麻痺の原因となる、
C)　外反肘は上腕骨外果骨折後に生じることである。
D)　肘内障とは小児によく見られる肘関節の亜脱臼のことである。
E)　肘内障の整復後には必ずX線検査を行うべきである
A)×　最も可動性が大きいのは肩関節でしょう。
B)×　内反肘は確かに上腕骨顆上骨折後に生じるが、遅発性尺骨神経麻痺の原因となるのは次の外反肘。
C)○　その通り
D)△　イコールではないと考えるしかない。輪状靱帯が橈骨頭からズレた状態。
E)×　肘内障は簡単に整復できるので必ずしもX線は必要ない。
問題９　次のうち誤っているものはどれか。一つ選べ。
A)　末梢神経を切断した時、断面に肉眼で観察できる小さな束を神経束と言い、その周囲は神経周膜で囲まれている。
B)　ミエリン鞘はSchwann細胞によって形成される。
C)　末梢神経再生する時、再生軸索は基底膜に沿って伸びるが、この基底膜は Schwann細胞が作ったものである。
D)　神経損傷はに関するSeddonの分類において、NeuroapraxiaではWaller変性を生じる。
A)○　神経幹は神経上膜、神経束は神経周膜、神経線維間は神経内膜で囲まれている。
B)○　コメント必要なし
C)○　神経切断後、中枢側断端から発芽した再生軸索は、末梢側で増殖し配列したSchwann細胞の基底膜に沿って遠位へ伸長していく。
D)×　Seddon分類は①一過性神経伝導障害(neuroapraxia)、②軸索断裂、③神経断裂に分類される。Waller変性は②で生じる。
問題10　次のうち誤っているものはどれか. 一つ選べ.

A)
Tinel徴候は神経線維が再生しているかどうかを判断する手がかりとなる. 

B)
尺骨神経麻痺では下垂手を呈する. 

C)
MMTの評価で筋力３は重力に抗して全関節可動域を動かせることが条件である. 

D)
神経移植術で最も多く使われるdonorは腓腹神経である. 

STEP205,　207P

A)
○　軸索再生が始まっている神経の末端は, まだ髄鞘に覆われていないため, この末端に相当する部分を叩打すると, その末梢神経の固有支配域に放散痛を感じます. 

B)
×　鷲手です. 

C)
○　その通り. 

D)
○　内, 外側前腕皮神経もよく使われます. 

問題11　次のうち誤っているものはどれか。一つ選べ。
A)　骨折で肘に外反変形が生じた時、遅発性に麻痺を生じてくるのは尺骨神経である。
B)　肘部管症候群ではelbow flexion testが陽性となることが多い。
C)　肘部管症候群で麻痺が進行するとピンチ力が低下する。
D)　肘部管症候群では通常、小指の背側の知覚は障害されない。
尺骨神経麻痺を来たす絞扼性神経障害として肘部管症候群とGuyon管症候群がある。特徴的な症状に鷲手、紙引抜きテスト、Froment徴候がある。
A)○　上腕骨外顆骨折では偽関節を生じ、外反変形となり遅発性尺骨神経麻痺となる。
B)○　肘部管症候群は尺骨神経が肘部管を通過する際の絞扼性神経障害で肘を屈曲した際に尺骨神経が圧迫されることによって生じる。
C)○　尺骨神経麻痺では掌側骨間筋の筋力低下により、ピンチ力が低下する。 

D)×　尺骨神経麻痺による知覚障害は手掌・手背の尺側、小指・環指の尺側半分に起こる。
問題１２　次のうち誤っているものはどれか. 一つ選べ. 

A）
手根管症候群は女性に多い. 

B）
重症の手根管症候群では骨間筋に萎縮が見られる. 

C）
手根管症候群の診断にはPhalen Testが役立つ. 

D）
手根管症候群では夜間に手のしびれや腕の痛みが増強することが多い. 

STEP２１６P, CHART１３７P

絞扼性神経障害が主な原因で起こる手根管症候群は, 正中神経麻痺の原因となります. 

A)
○　その通り. 

B)
×　正中神経の支配領域を考慮すると, 母指球の萎縮が見られます. 

C)
○　Phalen Testとは, １分ほど手関節掌屈位保持をすることで, しびれや痛みが増強するかどうかを確かめる試験で, 診断に役に立ちます.  

D)
○　その通り. 

問題13　次のうち誤っているものはどれか。一つ選べ。
A)　外傷で股関節が後方脱臼した時、損傷されやすいのは大腿神経である。
B)　総腓骨神経麻痺では下垂足となる。
C)　総腓骨神経麻痺で最も多いのは腓骨頭部での圧迫麻痺である。
D)　肘窩の内側よりから採血する時、損傷しやすいのは正中神経である。
A)　×　坐骨神経
B)　○　その通り
C)　○　その通り
D)　○　その通り
問題１４　破傷風について正しいものを二つ選べ.

A)
病原菌は嫌気性菌である. 

B)
痙攣を起こすのは菌体内毒素である. 

C)
痙攣は四肢末端から始まる. 

D)
発症時の治療は破傷風トキソイドの投与を第一選択とする. 

E)
潜伏期が短いほど予後が悪い. 

CHART45P 

A)
○　Clostridium Tetaniは嫌気性菌です. 
B)
×　外毒素が原因となります. 

C)
×　開口障害や後弓反張などが特徴的です
D)
×　発症した場合には, 抗生物質の投与や高圧酸素療法が適応となります. 

E)
○　その通り. 

問題１５　血流障害のため骨癒合の起こりにくい骨折はどれか. 三つ選べ. 

Ａ） 大腿骨下端部骨折
Ｂ）　大腿骨頭頚部内側骨折
Ｃ）　手の舟状骨骨折
Ｄ）　脛骨中下１／３骨折
Ｅ）　上腕骨外科頚骨折
Ｆ）　橈骨遠位端骨折
解答　B)、C)、D)

偽関節（血行不全による）＝骨癒合機転がまったく止まってしまって、あたかもその骨折部が関節のようになってしまっている状態 
　　　　・手の舟状骨骨折 
　　　　・足の大腿骨頚部内側骨折 
　　　　・足の脛骨の中下１/３境界部骨折 
　　　　・上腕骨骨幹部骨折の不充分な固定
問題16　正しいものを５つ選べ。
A)　複雑骨折では創と骨折部が交通している。
B)　複雑骨折では骨片が多数に粉砕されている。
C)　骨折片の転位は主に骨折時の外力によって決まる。
D)　屈曲骨折ではしばしば第３骨片を生じる。
E)　らせん骨折は捻転力によって起こる。
F)　疲労骨折は老人に多い。
G)　病的骨折では骨癒合が起こらない。
H） 骨脆弱性のために起こる骨折は病的骨折という。
I)　小児の骨折では年齢が低いほど骨癒合が早い。
J)　Volkman拘縮は大腿骨骨折に多い。
A)　○　その通り
B)　×　骨片が多数に粉砕されているのは粉砕骨折である。
C)　×　骨折片の転位は骨片に付着している筋の作用によって決まる
D)　○　しばしば第３骨片を生じる。
E)　○　その通り
F)　×　老人は疲労骨折を起こす前に、体が疲労します。
G)　×　病的骨折であっても、骨癒合を起こします。
H)　○　その通り。
I)  ○　その通り
J)　×　幼少児の上腕骨顆上骨折に多いです。
問題17　小児骨折の特徴として正しいのはどれか。４つ選べ。
A)　外傷では脱臼よりも骨折を起こしやすい。
B)　リモデリングにより10～15度屈曲転位は自然矯正される。
C)　骨端線損傷を伴う関節部の骨折では成長障害が必発する。
D)　骨端線軟骨板が損傷されれば骨の変化を来しやすい。
E)　他動運動により関節拘縮を予防することが重要である。
F)　関節骨折に保存療法が原則である。
G)　保存的治療よりも手術的に固定する方がよい。
H)　合併症の発見が遅れやすい。
Ａ）○　小児においては骨の柔軟性があるのに対して関節包や靱帯がしっかりとしているため骨折が起きやすい。
Ｂ）○　屈曲は２０度程度まで自然矯正する。回旋は自然矯正しない。
Ｃ）ﾗ　ありえるが、TypeⅠ（Salter-Harris骨端線離解分類）では良好である。
Ｄ）○　小児骨折のうち１／３は骨端線軟骨板の損傷を伴う。成長骨端軟骨の損傷を伴うと進行性の屈曲変形・肢長の短縮・関節不適合を伴う。
Ｅ）ﾗ　小児においては関節拘縮は稀である。
Ｆ）ﾗ　関節骨折（上腕骨外顆骨折や大腿骨頸部骨折）では手術を行う。
Ｇ）ﾗ
Ｈ）○　小児は骨折の痛みを強く訴えるため合併症に目が行き届きにくい。
問題１８　大腿骨頸部骨折について正しいのはどれか. 三つ選べ. 

Ａ）　高齢者では大半が骨頭下骨折である. 

Ｂ）　不全骨折で骨片の嵌入しているものは整復を要しない. 

Ｃ）　無転位の完全骨折では固定を要しない. 

Ｄ）　骨癒合が起こった後は骨頭破壊を来たすことはない. 

Ｅ）　転位の大きい完全骨折は人工骨頭置換術の適応となる. 

Ｆ）　病的骨折で起こることはない. 

Ａ）○　骨頭下骨折は内側骨折であり、高齢者に多い。
Ｂ）○　歩行が可能で疼痛が少ないので整復を要しない。
Ｃ）ﾗ　6～12週の鋼線牽引にて癒合する場合もあるが、多くの場合は固定を要する。
D)　×　骨癒合が起こった後に、6ヶ月から２年して骨頭が壊死してくることがあります。
E)　○　その通り
F)　×　骨粗鬆症による代表的な骨折です。
問題19　膝関節につき、正しいものはどれか。三つ選べ。
A)　正常な成人では大腿骨と脛骨のなす膝外側角の平均は180度を少し超える程度
　　で、外見上は軽いO脚である。
B)　膝蓋骨は大腿四頭筋の筋力の作用方向を転換し、作業効率を高める働きをして
　　いる。
C)　膝関節屈曲に伴い、大腿骨顆部は脛骨上で回転しながら後方へ移動する。
D)　膝関節軽度屈曲位から最終伸展で脛骨に軽い外旋運動が見られる。
E)　平地歩行時には膝関節には最大で体重の約４倍の荷重がかかる。
Ａ）×　Femorotibial Angle(FTA)は平均１７６度であり軽度外反である。
Ｂ）○　てこの支点として作用している。
Ｃ）×　後方へ移動することはない。
Ｄ）○　screw home movementと呼ばれる。
Ｅ）○　大腿脛骨関節には体重の２～３倍・膝蓋大腿関節には体重の０．５倍とのことなので
　　　　およそ４倍でよいと思います。
問題２０　変形性膝関節症で正しいものはどれか. 二つ選べ. 

Ａ）　関節液が貯留することはない. 

Ｂ）　骨の増殖性変化が現れる. 

Ｃ）　関節軟骨は摩耗, 非薄化する. 

Ｄ）　半月板は変性を起こさない. 

STEP P447

A)
×　関節液は貯留する. 

B)
○　骨硬化像、骨棘がみられる.
C)
○　その通り. 

D)
×
問題21　膝前十字靱帯断裂について正しいのはどれか。二つ選べ。
A)　交通事故での受傷が多い。
B)　ほとんどの症例で受傷直後から関節内に血腫がたまる。
C)　この靱帯の損傷では、ジャンプ、ストップ動作が強く制限される。日常生活で
　　困ることは少ない。
D)　治療は早期に断裂した靱帯を縫合することで修復するのがよい。
A) ×　スポーツによる受傷が多い
B)　○　その通り。
C)　○　その通り。
D)　×　腫脹と疼痛の消失する受傷4～6週間以降に骨付き膝蓋腱や半腱様筋腱による靭帯再建術。
問題22　骨肉腫について誤っているものを2つ選べ。
A)　好発年齢は30歳台である。
B)　好発部位は大腿骨遠位骨幹端である。
C)　血清アルカリフォスファターゼがしばしば高値を示す。
D)　化学療法と腫瘍広範切除を行う。
E)
化学療法が無効であり、早期に切F)
断を行う。
STEPP330

Ａ）×　10歳台
Ｂ）○　その通り
Ｃ）○　その通り
Ｄ）○　その通り
Ｅ）×　とりあえず、化学療法をやってみる。
問題23　単純X線像で石灰化を特徴とするものを３つ選べ。
A)　軟骨肉腫
B)　内軟骨腫
C)  Ewing肉腫
D)　骨組織球症
E)
軟骨芽細胞腫
Ａ）○　斑点状、輪状と表現される石灰化像
Ｂ）○　斑点のように見える石灰化陰影
Ｃ）×
Ｄ）×
Ｅ）○　
問題24　Ewing肉腫について誤っているものを２つ選べ。
A)　若年者に多い。
B)　X線像で骨膜反応がしばしば見られる。
C)　遠隔転移は肺に多い。
D)　化学療法が無効である。
E)
放射線療法が無効である。
STEP335P

A)
○　４歳から20歳に多い。
B)
○　onion-peel appeaaranceの外骨膜反応を示す。
C)
○
D)
×　感受性が高い。
E)
×　感受性が高い。
問題25　転移性骨腫瘍について正しいものを１つ選べ。
A)　骨悪性腫瘍において、癌の骨転移は骨肉腫に次いで多い。
B)　最も発生頻度の高い部位は大腿骨である。
C)　転移性骨腫瘍は硬化性病変よりも溶骨性病変の方が多い。
D)　転移性骨腫瘍の原発部位は、胃・大腸などの消化器が多い。
E)
前立腺癌の骨転移では血清ALP値が高値を示す。
STEP336P

A)
×　最多。
B)
×　脊椎が最も多い
C)
○　その通り。標準整形外科によると、80％が溶骨性を示すそうです。
D)
×　男性では、肺、前立腺、腎の順。女性では、乳、肺、子宮の順。
E)
×　前立腺癌の骨転移では酸性フォスフォターゼが上昇する。ＡＬＰの上昇する疾患としては以下のものが重要（国試にも出題あり）
造骨細胞の活性を示す疾患
→骨軟化症・くる病・Paget病・副甲状腺機能亢進症・骨肉腫・骨折
問題２６　内軟骨腫について正しいものを２つ選べ。
A)　好発部位は長管骨骨幹部である。
B)　X線像で石灰化像がしばしば見られる。
C)　しばしば二次性軟骨肉腫を生じる。
D)　内軟骨腫が多発したものをOllier病という。
E)　X線像で腫瘍の境界は不明瞭である。
STEP327P

Ａ）×　短管骨に好発します。
Ｂ）○　その通り
Ｃ）×　生じない
Ｄ）○　全身に多発し、発育障害を伴う。
Ｅ）×　境界明瞭。
問題２７　骨軟骨腫（外骨腫）について正しいものを２つ選べ
A)　腫瘤の中心部に軟骨巣が見られる。
B)　成人後は増大しないことが多い。
C)
時に二次性軟骨肉腫が生じる。
D)
手指に好発する。
E)　多発性外骨腫は常染色体性劣性遺伝する。
STEP325P

Ａ）×
Ｂ）○　その通り
Ｃ）○　その通り
Ｄ）×　大腿骨下端、脛骨上端の骨幹端に好発する。
Ｅ）×　常染色体優性遺伝をします。
問題２８　骨シンチグラフィーが単純X線よりも勝るものはどれか。
（１）　癌の骨転移の早期診断
（２）　疲労骨折の早期診断
（３）　外傷性骨折と病的骨折の鑑別
（４）　骨腫瘍と骨感染症との鑑別
A)　（１）、（３）、（４）のみ
B)　（１）、（２）のみ
C)　（２）、（３）のみ
D)　（４）のみ
E)　（１）から（４）のすべて
骨シンチグラフィーは悪性骨腫瘍や感染症（骨髄炎など）、骨壊死（肩・股・膝など）、病的骨折、疲労骨折（下腿骨・中足骨）などの疾患においてレントゲンで異常が発見できない時期でも診断が可能となる場合があります。従って、骨シンチグラフィーはこれらの疾Š
(１）○ 癌の骨転移においては骨破壊像・硬化像の著明でないことが多くＸｐでは診断しにくい。
（２）○ 疲労骨折では骨折線が明らかではないのでXpによる診断は困難。骨シンチでは早期から骨造成がＲＩの集積として認められる。
（３）× 骨皮質の厚さ・濃淡・骨膜反応の有無・骨髄の濃淡・軟部組織の濃淡などによって診断するためＸｐが有用。骨シンチでは微細構造をみることができない。
（４）× 両者を区別する核腫はいまのところない。
問題２９　高齢者の大腿骨頸部内側骨折について誤っているのはどれか。１つ選べ。
A)　X線で股関節正面とLauenstein肢位の像を撮り、治療法を決める。
B)　高齢者の場合、早期離床を目的に人工骨頭置換術を行うこともある。
C)　重篤な合併症がある場合は保存的に治療される。
D)　Garden分類 stageⅡでは保存療法を行うべきである。
E)　高齢者のGarden分類 stageⅣでも、骨接合術を行うことがある。
手術をせずに「保存療法」の適応となるのは、stageⅠだけである。それ以外の場合は全て手術適応となる。StageⅠの場合で保存療法の場合では、順調にいっても骨折した足を地面についてよいのは２ヶ月、完全に立ってよいのは３ヶ月後、となる。　stageⅡ・Ⅲ・Ⅳはそれぞれ、手術療法が邸
A)
○　その通り
B)
○　その通り。
C)
○　その通り。
D)
×　StageⅡでは、手術適応となる。
E)
○　その通り。
問題30　大腿骨頚部外側骨折について誤っているものはどれか、一つ選べ。
A)
高齢者に多く、軽微な外力で発生する。
B)
内側骨折に比べ、発生年齢が高い。
C)
海綿骨部の骨折であり、骨癒合しやすい。
D)
高齢者では大腿骨頭壊死が起こりやすい。
E)
骨折形態の複雑なものが多い。
A)
○　その通り。
B)
○　その通り。
C)
○　その通り
D)
×　骨頭壊死になることは少ない。
E)
○　その通り。
問題３１　大腿骨骨幹部骨折において, 最も注意すべき合併症はどれか. 一つ選べ. 

A)
腓骨神経麻痺
B)
坐骨神経麻痺
C)
出血性ショック
D)
コンパートメント症候群
E)
脂肪塞栓症候群
STEP153P, CHART184P

解答　C)

交通事故やスポーツなどによる外傷によって起こることが多い骨折です. 大腿骨骨幹部は血行が良好であるため, その結果として大量出血をし, 出血性ショックが起こりやすくなります. 

問題32　脛骨骨幹部骨折において、絶対的手術適応でないものはどれか。一つ選べ。
A)
開放骨折
B)
コンパートメント症候群のあるもの
C)
下腿不全切断
D)
大きな骨欠損、神経血管損傷のあるもの
E)
高度粉砕骨折
Ａ）○ 早期のデブリドマンが重要である。
Ｂ）× 安静・挙上をまず行う。症状の強い時や筋内圧が30mmHｇ以上の場合には時期を逸することなく筋膜切開を行う。
Ｃ）～Ｅ）○
問題３３　腰部脊柱管狭窄症について誤っているものはどれか. 一つ選べ.

A)
間欠跛行を主訴とするものが多い. 

B)
自転車を使用する際は無症状である. 

C)
両下肢に知覚障害を有することが多い. 

D)
間欠跛行は立ち止まることにより緩解する. 

E)
腰痛, 下肢症状は, ともに腰椎伸展動作で増悪する. 

STEP３８６P, CHART166P

A)
○　その通りです. 

B)
○　自転車をこぐ際には, 前屈みの姿勢になることが多いため, 無症状を呈することが多いです. 

C)
○　その通りです. 

D)
×　動脈閉塞による疾患とは違い, ただ立ち止まるのではなく, 前屈みの姿勢をとることによって痛みが和らぐことがポイントとなります. 

E)
○　腰椎を伸展させる動作は,脊柱管狭窄を強めるため, 症状増悪の原因となります. 
